


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































提示されているこ にかわりは無い。•本稲は、平成一ー一年岡山大学言熊国語国文学会において「万菜集のr!irJについての一考察」 題して口頭発表 たものが基礎になっている。発表の際には、多く 貴重なご意見をいただいた。
二0年近く経ってしまった
が、
遅ればせながら御礼を申し
あげます。
（もりなが
注
あらた
新居浜工業高等専門学校教授）
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